
勤
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ

　
ー
二
三
の
考
察
1

・
ン
に
就
て

一二三

動
労
者
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
観
と
、
今
後
の
傾
向

動
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
何
故
必
要
性
を
強
調
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
か

レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
の
日
陰
者

（
小
零
細
企
業
界
の
余
暇
及
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
の
一
部
調
査
）

藤

沢

伝

　
　
　
　
　
一
　
勤
労
者
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
観
と
、
今
後
の
傾
向

．
勤
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
近
時
各
方
面
で
関
心
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。
現
在
の
如
く
機
械
文
明
の
発
達
し
た
時
代
、
仕
事
は

専
門
化
細
分
化
さ
れ
、
生
活
環
境
は
集
団
化
綱
密
化
し
、
常
に
精
神
肉
体
の
緊
張
圧
迫
状
態
に
在
っ
て
は
、
何
等
か
の
形
で
之
等
の
状
態

を
解
き
ほ
ぐ
す
必
要
が
要
求
さ
れ
て
来
る
。
一
種
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
が
起
き
る
の
も
故
な
き
と
し
な
い
。
然
し
仕
事
内
容
も
生

活
内
容
も
単
純
で
あ
っ
た
過
去
に
於
て
も
、
形
こ
そ
変
れ
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
実
施
さ
れ
て
お
っ
た
の
で
あ
る
。
人
間
自
然
の
要
求

　
　
　
　
　
動
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
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一
三
六

ど
し
て
、
有
史
以
前
よ
り
そ
の
時
代
時
代
に
於
て
、
又
各
階
層
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
様
式
と
結
び
付
い
て
実
施
さ
れ
て
お
っ
た
の

で
あ
る
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
よ
り
、
人
間
個
人
の
尊
厳
が
認
識
さ
れ
、
産
業
革
命
に
よ
り
社
会
生
活
が
変
っ
て
以
来
、
人
口
は
増
加
し
生

活
様
式
は
複
雑
化
し
、
集
団
生
活
は
、
益
汝
稠
密
化
し
、
社
会
と
個
人
の
摩
擦
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
之
等
の
潤
滑
剤
が
要
求
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
人
間
の
開
放
本
能
と
、
激
し
い
仕
事
か
ら
の
疲
労
回
復
浅
更
に
次
の
仕
事
へ
の
気
力
体
力
の
再
創
造
に
加
え
て
、
人
間
社
会
の

潤
滑
剤
、
之
等
を
総
合
し
た
も
の
が
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
名
に
於
て
表
現
さ
れ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
広
義
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
狭
義
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

　
社
会
生
活
が
現
在
の
如
く
、
複
雑
化
し
て
来
る
に
従
っ
て
、
今
迄
考
え
ら
れ
て
お
っ
た
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
制
約
さ
れ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
来
る
。

　
其
の
制
約
下
に
於
て
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
、
狭
義
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
称
す
る
。
現
在
云
わ
れ
て
お
る
の
は
こ
の
狭
義
を
意

味
し
て
お
る
。
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
は
、
元
来
広
い
範
囲
で
、
諸
々
の
活
動
が
含
ま
れ
て
お
る
の
で
あ
っ
て
、
経
験
の
一
つ
の
形
、
あ

る
特
殊
の
活
動
形
式
、
あ
る
態
度
ま
た
は
精
神
、
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
運
動
、
仕
事
と
は
反
対
の
も
の
、
組
織
化
さ
れ
た
運
動
、
総
合

教
育
段
階
の
一
面
、
或
は
、
余
暇
善
用
、
健
全
娯
楽
、
気
分
転
換
、
厚
生
運
動
、
動
的
休
養
、
等
々
、
種
々
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
て
お

り
、
複
雑
な
意
味
を
持
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
ぢ
器
い
い
8
民
は
、
「
子
ど
も
の
遊
び
を
、
9
臼
二
〇
づ
。
生
活
の
習
得
。
大
人
の
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

び
を
、
寄
R
窪
ぎ
ロ
。
生
活
の
更
新
」
と
述
べ
、
更
に
又
、
冒
。
訂
9
。
》
邑
o
誘
8
氏
の
著
書
、
一
巳
島
巳
亀
男
o
R
＄
ぎ
5
の
中
で
は
、

「
こ
の
名
の
も
と
に
含
ま
れ
る
活
動
は
、
参
加
者
を
再
び
造
る
だ
ろ
う
と
云
う
こ
と
に
対
応
す
る
。
そ
れ
故
に
健
康
に
よ
く
、
心
を
豊
か



に
す
る
遊
戯
活
動
の
み
が
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
、
分
類
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
即
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
は
、
人
々
が
み

ず
か
ら
、
す
す
ん
で
遊
び
、
そ
の
行
為
か
ら
得
る
直
接
的
な
楽
し
み
の
た
め
に
の
み
参
加
し
、
健
康
的
で
、
心
を
豊
か
に
す
る
よ
う
な
経

験
の
機
会
を
与
え
る
す
べ
て
の
活
動
を
含
む
」
と
規
定
し
て
お
る
。
要
は
、
各
自
の
日
常
生
活
の
余
暇
に
、
自
由
に
、
楽
し
み
と
し
て
、

実
施
す
る
活
動
と
で
も
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
は
、
実
に
多
岐
多
様
広
汎
で
、
お
よ
そ
人
間
生
活
活

動
の
中
で
、
此
の
範
疇
に
入
ら
な
い
も
の
は
無
い
と
云
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
的
な
も
の
、
芸
術
的
な
も
の
は
勿
論
、
家
政
的
な
も
の
、
飲
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
関
す
る
も
の
、
等
々
。
特
殊
な
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
セ
ッ
ク
ス
さ
え
加
え
て
お
る
。

　
又
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
実
施
者
の
態
度
に
よ
っ
て
、
決
め
ら
れ
よ
う
。
で
あ
る
故
、
諸
々
の
活
動
の
一
ツ
一
ツ
は
、
そ
れ
を
実
施

す
る
態
度
に
よ
り
、
或
時
は
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
或
時
は
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

自
動
車
修
理
工
が
昼
休
み
に
、
自
動
車
を
運
転
し
た
結
果
、
気
分
壮
快
、
午
後
の
仕
事
の
能
率
も
大
い
に
上
っ
た
。
之
の
自
動
車
運
転
は
、

レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
修
理
し
た
自
動
車
を
試
運
転
し
た
場
合
、
之
れ
は
仕
事
で
あ
っ
て
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
1

　
か
く
広
義
の
上
で
、
各
自
が
、
自
由
に
、
何
時
、
何
処
で
も
、
自
分
の
欲
す
る
活
動
が
出
来
得
た
な
ら
、
理
想
で
あ
ろ
う
が
、
人
間
集

団
生
活
が
、
益
々
稠
密
化
し
て
お
る
現
在
に
於
て
は
、
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
直
ぐ
理
解
出
来
よ
う
。
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
範
囲
は

限
定
さ
れ
、
「
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
は
、
か
く
在
る
べ
き
も
の
」
と
現
在
で
は
、
狭
義
の
解
釈
の
上
で
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
お

る
。
之
が
為
以
下
の
如
き
条
件
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
。

勤
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て

コ
ニ
七
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八

　
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
条
件

　
一
　
健
康
的
で
あ
る
こ
と
。

　
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
肉
体
上
で
も
、
精
神
上
で
も
、
健
康
的
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
活
動
が
実
施
す
る
者
の
健
康
に
役
立
つ
か

ど
う
か
で
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
良
い
特
徴
を
持
っ
て
お
る
活
動
で
あ
ろ
う
と
も
、
健
康
上
に
役
立
た
な
く
て
は
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

と
は
云
わ
れ
な
い
。
普
遍
的
な
、
勤
労
者
の
日
常
を
み
て
も
、
密
集
し
た
狭
険
の
場
所
に
住
み
、
通
勤
に
は
、
混
雑
し
た
乗
物
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
す
り
へ
ら
し
、
職
場
に
来
れ
ば
、
限
ら
れ
た
部
室
、
汚
染
し
た
空
気
、
騒
音
の
中
で
、
強
制
さ
れ
た
テ
ン
ポ
、
動
作
で
、
単
調

な
仕
事
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
や
、
生
活
条
件
で
は
、
精
神
生
活
の
貧
困
、
思
考
判
断
の
か
た
よ
り
、
感
情
の
不
安
定
、
更
に
は
、

健
康
の
障
害
を
来
た
し
、
生
活
意
慾
の
萎
微
に
陥
り
易
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
勤
労
者
の
情
緒
変
化
の
一
調
査
を
、
あ
げ
て
み

る
。
勤
労
者
の
感
情
は
、
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
急
に
明
る
さ
を
増
加
す
る
の
で
あ
る
（
図
一
、
二
参
照
）
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
に
在
る
者
は
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
強
い
潜
在
的
欲
求
が
あ
る
。
そ
の
機
会
と
、
条
件
が
充
分
で
あ
れ

ば
、
自
然
に
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
る
。
然
し
現
実
は
、
労
働
の
過
重
が
、
そ
の
意
欲
を
減
退
さ
せ
、
又
そ
の
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
為
、

安
易
な
不
健
康
な
楽
し
み
に
、
貴
重
な
余
暇
を
費
や
し
て
お
る
傾
向
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
労
働
の
精
神
上
、
身
体
上
に
あ
た
え
る
、

偏
頗
で
、
不
健
康
な
影
響
を
、
や
わ
ら
げ
、
健
康
な
生
活
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
二
　
娯
楽
性
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
活
動
を
な
す
こ
と
に
、
楽
し
さ
が
有
る
こ
と
。
興
味
に
引
か
れ
、
楽
し
み
を
求
め
る
こ
と

は
、
人
間
自
然
の
欲
求
で
あ
る
。
ど
ん
な
こ
と
に
、
興
味
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
個
人
個
人
の
性
格
、
教
養
、
体
力
等
に
ょ

っ
て
異
な
っ
て
来
る
。
又
性
、
年
齢
に
よ
っ
て
も
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
或
る
人
は
、
魚
釣
り
に
、
或
る
人
は
、
野
球
を
、
或
る
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一
四
〇

人
は
ゴ
ル
フ
に
、
興
味
を
感
じ
、
又
或
る
人
は
、
身
体
運
動
に
は
、
全
く
興
味
を
持
た
な
い
が
、
音
楽
に
、
又
絵
画
に
興
味
を
持
つ
と
云

う
こ
と
も
あ
る
。
対
称
が
何
で
あ
ろ
う
と
も
、
実
施
者
が
、
興
味
を
感
じ
、
「
楽
し
い
」
と
云
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
レ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
適
当
な
条
件
を
具
備
し
た
活
動
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
実
施
す
る
者
が
、
嫌
々
や
る
の
で
は
意
味
が
な
い
。

興
味
が
湧
く
活
動
と
は
、
他
か
ら
束
縛
を
受
け
な
い
、
自
発
的
な
も
の
で
、
各
人
の
性
格
に
合
致
し
、
自
由
に
自
己
を
表
現
出
来
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
自
発
的
で
個
性
的
な
、
自
己
表
現
の
出
来
る
と
云
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
わ
け
で

あ
る
。
唯
、
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
娯
楽
性
を
有
す
る
活
動
な
る
が
故
に
、
常
に
そ
れ
は
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

近
時
、
商
業
娯
楽
機
関
の
宣
伝
に
よ
り
、
娯
楽
即
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
の
如
く
、
惑
わ
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
之
は
一
つ
の
要

素
を
採
り
上
げ
て
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
、
と
云
う
の
で
あ
っ
て
、
羊
頭
を
揚
げ
て
狗
肉
を
売
る
類
で
あ
る
。
本
来
の
姿
の
レ
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
歪
め
る
場
合
が
有
り
、
今
後
の
健
全
な
る
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
発
展
の
、
障
害
と
な
る
危
険
性
を
含
ん
で
お
る
。

　
三
　
次
に
、
教
養
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
益
々
健
康
に
な
り
、
楽
し
み
と
満
足
が
得
ら
れ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
廃
頽
的
で
あ
り
、
或
は
又
、
非
生
産
的
で
あ
る
活
動
で
は
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
は
申
せ
な
い
。
往
往
に
し
て
、

こ
の
点
が
見
落
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
価
値
に
志
向
し
た
活
動
で
、
人
間
が
進
歩
し
、
生
活
が
創
造
さ
れ
る
活
動
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

之
れ
に
よ
り
、
体
力
を
増
し
、
勇
気
を
持
ち
、
意
志
を
強
く
し
、
協
調
性
を
習
得
し
、
正
義
心
を
養
な
い
、
美
を
愛
す
る
心
情
を
得
る
な

ぞ
、
こ
の
体
験
が
、
自
己
の
仕
事
上
或
は
生
活
上
の
種
々
の
難
か
し
い
問
題
を
、
処
理
し
て
行
く
カ
と
な
っ
て
、
現
わ
れ
て
来
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ぞ
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
創
造
性
で
あ
る
。

　
四
　
日
常
的
で
あ
り
、
大
衆
性
に
富
む
こ
と
。
日
常
的
と
は
、
活
動
が
身
近
に
在
る
こ
と
で
あ
る
。
一
年
に
一
度
か
二
度
、
レ
ク
リ
エ



生産的手　段　的受動的拘束的事仕

消費的
自己の目的

のため能動的
不拘束的

開放的
レクリエイション

生活時間の主要

な位置を占める
体力消耗痛苦事仕

仕事の余暇体力再生楽しみレクリエイション

動
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

イ
シ
ョ
ン
と
称
し
、
慰
安
旅
行
或
は
運
動
会
を
実
施
す
る
職
場
が
多
い
が
、
此
れ
は
勿
論
結
構
な
こ

と
で
あ
り
、
実
施
し
な
い
よ
り
よ
い
の
で
あ
る
が
、
ど
れ
程
の
効
果
が
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
寸
時

の
余
暇
に
も
、
実
施
出
来
る
こ
と
が
、
日
々
の
仕
事
の
疲
れ
を
、
多
少
で
も
ほ
ぐ
す
に
役
立
つ
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
次
に
は
、
屈
強
な
者
の
み
に
独
占
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
老
若
男
女
、
誰
も
が
簡
単

に
実
施
出
来
、
楽
し
ま
れ
る
活
動
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　
以
上
の
如
き
条
件
を
、
満
し
た
活
動
が
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
適
格
で
あ
る
と
云
え
よ

う
o　

仕
事
と
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
比
較
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
仕
事
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
質
が
明
瞭
に
な
っ
て
来
る
。
仕
事

と
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
は
、
正
反
対
の
性
格
で
あ
る
が
、
両
方
共
人
間
必
然
の
欲
求
よ
り
起
る
現

象
で
あ
る
。
仕
事
を
主
体
と
し
た
生
活
に
於
て
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
生
活
の
正
し
い
進
歩
向

上
を
図
る
、
潤
滑
油
で
あ
る
。
仕
事
と
生
活
が
良
く
噛
合
っ
て
、
ニ
ツ
の
歯
車
に
適
当
の
潤
滑
油
が

廻
る
時
、
健
康
に
満
ち
溢
れ
、
生
活
意
慾
が
盛
ん
に
な
り
、
正
常
な
感
情
が
湧
出
し
て
来
る
の
で
あ

る
。

　
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
今
後
。

　
レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
活
動
の
現
況
は
、
精
神
健
康
を
主
と
し
た
、
文
化
的
活
動
と
、
身
体
健
康
を

　
ン
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
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一
四
二

主
と
し
た
、
体
育
ス
ポ
ー
ッ
活
動
に
、
一
応
分
類
出
来
得
よ
う
。
然
し
次
第
に
、
体
育
ス
ポ
ー
ッ
に
関
す
る
活
動
が
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
の
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
る
傾
向
が
強
い
。
い
や
既
に
体
育
の
対
象
領
域
の
重
要
な
一
つ
と
な
っ
て
お
る
と
云
う
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

「
近
代
体
育
は
、
三
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
第
一
は
、
ド
イ
ツ
、
ス
エ
：
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
中
心
に
し
た
、
体
操
を
主
と
し
た
体
育
、

一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
、
他
の
一
つ
は
、
近
代
生
活
が
非
常
に
機
械
化
さ
れ
仕
事
が
単
調
化
し
、
而
も

機
械
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
労
働
者
の
余
暇
時
間
が
充
分
出
来
て
来
た
。
そ
の
時
間
を
善
用
す
る
と
い
う
意
味
に
於
て
レ
ク
リ
エ
イ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ヨ
ン
運
動
が
起
っ
て
来
た
。
」
と
述
べ
て
お
る
人
す
ら
あ
る
。
今
後
は
、
体
育
ス
ポ
ー
ッ
活
動
が
、
勤
労
者
を
中
心
と
し
た
レ
ク
リ
エ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

シ
ョ
ン
の
中
核
と
な
り
、
活
動
の
場
所
、
施
設
も
次
第
に
充
実
さ
れ
隆
盛
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
指
導
者
を
中
心

と
し
て
、
職
場
又
は
地
域
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
次
第
に
社
会
体
育
分
野
に
移
行
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
唯
、
心
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら

ぬ
こ
と
は
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
指
導
者
を
通
じ
て
、
隆
盛
に
な
る
で
あ
ろ
う
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
、
国
家
統
制
が
さ
れ
ぬ

よ
う
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
あ
く
ま
で
、
参
加
者
個
人
の
自
由
意
志
に
基
き
実
施
さ
れ
る
原
則
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

（
1
）
　
一
■
コ
ω
三
8
び
三
隅
達
郎
訳
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
総
説
、
第
一
章
「
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
は
何
か
」
、
ぺ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、

　
昭
和
三
七
。

（
2
）
　
「
「
あ
そ
ぴ
」
と
し
て
の
セ
ッ
ク
ス
」
Z
。
一
8
昌
・
2
・
問
8
3
日
高
六
郎
監
修
解
マ
ス
・
レ
ジ
ャ
ー
論
〃
紀
伊
国
屋
書
店
、
昭
和
三
六
。

（
3
）
　
大
行
慶
雄
博
士
『
体
育
の
科
学
』
第
三
章
「
近
代
体
育
に
於
け
る
三
つ
の
流
れ
」
、
邦
光
書
房
、
昭
和
三
〇
。

（
4
）
　
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
指
導
者
、
我
国
体
育
界
に
於
て
も
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
指
導
者
養
成
の
問
題
が
出
て
お
る
。
」
．
D
．
バ
ト
ラ
ー
、



レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
総
説
・
第
二
部
第
八
章
レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
指
導
者
の
養
成
。
べ
ー
ス
ボ
ー
ル
　
マ
ガ
ジ
ン
社
、
昭
和
三
七
。

　
　
　
　
　
二
　
勤
労
者
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
、
近
時
な
ぜ
必
要
性
を
、

　
　
　
　
　
　
　
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

　
近
代
生
活
に
於
て
は
、
激
し
い
生
存
競
争
に
打
克
つ
為
に
、
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ
、
息
づ
ま
る
生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
お
る
。
其
の

結
果
は
人
間
本
能
の
は
け
口
の
要
求
、
又
人
間
関
係
の
歪
に
圧
し
潰
さ
れ
て
お
る
救
い
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
、
脚
光
を
浴
ぴ

て
来
た
の
で
あ
る
。

　
H
　
先
づ
第
一
に
、
都
市
の
異
状
な
発
展
で
あ
ろ
う
。
「
大
都
市
へ
大
都
市
へ
」
と
、
地
方
よ
り
流
入
し
来
る
人
口
は
、
止
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な
い
。
東
京
だ
け
を
み
て
も
、
日
本
全
人
口
の
一
割
以
上
に
な
っ
て
お
る
。
従
っ
て
、
東
京
を
中
心
と
し
た
近
郊
は
、
次
々
と
田

畠
や
森
林
が
潰
ぶ
さ
れ
、
工
場
が
建
ち
、
或
は
住
宅
地
に
な
っ
て
お
る
。
今
迄
は
、
家
を
出
て
、
少
し
歩
る
け
ば
、
空
地
が
有
り
、
野
原

も
有
り
、
林
や
森
や
池
も
身
近
に
在
っ
た
が
、
今
で
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
川
は
汚
染
さ
れ
異
臭
を
は
な
ち
、
森
や
林
は
裸
か
に
さ
れ
塵

埃
煤
煙
の
巣
と
化
し
、
公
共
に
使
わ
れ
る
地
域
は
、
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
一
例
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
等

に
皆
な
が
使
用
出
来
る
公
有
地
、
即
公
園
に
就
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
東
京
の
二
三
区
内
で
は
、
皇
居
前
広
場
、
新
宿
御
苑
、
等
々
を
加

わ
え
て
さ
え
、
都
民
一
人
当
り
、
O
・
五
平
方
米
を
少
し
上
廻
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
一
年
施
行
の
、
都
市
公
園
法
の
住
民
一
人
当
り

の
公
園
面
積
基
準
六
平
方
米
の
約
一
〇
分
の
一
と
な
る
。
他
の
大
都
市
を
見
る
に
、
大
阪
が
一
二
平
方
米
、
京
都
が
一
・
二
平
方
米
、
名

古
屋
が
二
・
三
平
方
米
、
神
戸
が
二
・
六
平
方
米
、
と
な
っ
て
お
る
。
更
に
外
国
の
大
都
市
を
一
瞥
せ
ば
、
パ
リ
が
八
・
九
平
方
米
、
ロ
ン
ド

　
　
　
　
　
動
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
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一
四
四

ン
が
九
・
二
平
方
米
、
モ
ス
ク
ワ
が
一
〇
・
九
平
方
米
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
四
五
・
二
平
方
米
で
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
如
き
は
、
実
に
東
京
の

約
一
〇
〇
倍
近
い
の
で
あ
る
。
又
都
市
内
の
公
園
分
布
を
、
各
区
別
に
分
け
て
み
る
に
、
中
央
、
千
代
田
、
台
東
な
ぞ
、
都
心
部
の
常
住

民
の
減
少
を
来
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
、
住
民
一
人
当
り
約
二
平
方
米
、
品
川
、
大
田
、
目
黒
、
練
馬
、
葛
飾
、
足
立
等
、
公
園
の
必
要
地

区
は
、
一
人
当
り
〇
二
～
O
・
五
平
方
米
、
杉
並
、
江
戸
川
、
荒
川
等
に
い
た
っ
て
は
、
実
に
僅
少
の
〇
二
平
方
米
以
下
と
云
う
無
に
等

し
い
状
態
と
な
っ
て
お
る
。
（
東
京
都
公
園
課
調
ぺ
）
次
に
住
宅
の
稠
密
化
で
あ
る
。
ア
パ
ー
ト
住
宅
が
益
々
多
く
な
る
に
つ
れ
、
人
工
的
で

階
層
的
と
な
り
、
潤
お
い
の
な
い
、
四
角
四
面
の
狭
い
部
屋
に
孤
立
し
、
自
然
か
ら
か
け
は
な
れ
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
る
。
こ

の
よ
う
な
生
活
に
耐
え
ら
れ
ず
、
苦
心
し
て
郊
外
に
移
っ
て
も
、
数
年
な
ら
ず
し
て
其
所
も
亦
、
以
前
と
同
じ
状
態
に
な
る
現
在
で
あ
る
。

此
の
周
辺
地
域
へ
の
、
人
口
流
出
は
更
に
亦
、
都
市
生
活
者
が
自
由
に
出
来
た
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
た
め
の
場
所
を
無
く
す
結
果
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

っ
た
。
こ
の
深
刻
な
こ
と
は
、
大
都
市
が
全
人
口
の
約
六
〇
％
近
く
に
も
及
ん
で
お
る
こ
と
で
で
も
充
分
理
解
出
来
る
の
で
あ
る
。
元
来

日
光
の
恵
み
を
受
け
、
野
外
で
生
活
し
て
お
っ
た
人
間
に
と
っ
て
、
昼
も
夜
も
、
外
気
に
ふ
れ
ず
、
日
の
目
も
拝
ま
れ
ず
、
電
燈
の
下
で

生
活
す
る
よ
う
な
不
自
然
な
生
活
に
追
や
ら
れ
て
お
る
人
達
に
は
、
人
間
本
来
の
性
質
を
補
な
う
為
の
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
場
所
、

施
設
、
指
導
等
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
「
勤
労
青
年
に
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
」
と
題
し
て
、
三
七
年
一
〇
月
三
日
の
朝

日
新
聞
「
読
者
の
広
場
」
欄
に
、
新
宿
の
勤
労
青
年
よ
り
、
切
実
な
訴
え
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
内
容
は
小
企
業
の
勤
労
者
が
健
全
な
娯

楽
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
お
っ
た
空
地
は
、
柵
が
作
ら
れ
締
出
さ
れ
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
立
入
禁
止
に
な
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
場
所
を
な
く
し
て
お
い
て
、
非
行
青
年
が
多
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
の
で
は
、
都
会
の
勤
労
青
少
年
は
、
一
体
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
。
せ
め
て
球
投
げ
で
も
、
公
然
と
出
来
得
る
場
所
を
与
え
て
く
れ
。
と
云
う
の
で
あ
っ
た
が
、
前
に
述
べ
た
問
題
を
如
実
に
物
語
っ



で
お
る
好
個
の
一
倒
で
あ
ろ
う
α

　
口
　
⑳
　
家
族
制
度
及
ぴ
家
庭
内
の
環
境
変
化
が
、
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
戦
後
の
家
族
制
度
の
変
化
に
よ
り
、
家
族
構
成
が
単
純
化
し
て

来
た
こ
と
、
又
今
迄
家
庭
内
に
在
っ
て
、
家
事
に
追
廻
さ
れ
て
お
っ
た
人
達
も
、
電
気
、
瓦
斯
の
普
及
に
と
も
な
い
、
電
気
瓦
斯
製
品
の

利
用
、
又
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
料
品
の
活
用
等
々
生
活
の
近
代
化
に
よ
り
、
労
力
、
時
間
が
以
前
よ
り
省
ぶ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結

果
他
の
活
動
に
当
て
ら
れ
る
時
間
が
生
じ
て
来
て
お
る
。

　
＠
　
急
激
に
増
加
し
て
来
て
お
る
、
い
く
つ
か
の
家
族
が
、
同
じ
環
境
の
下
に
集
団
で
生
活
す
る
形
式
に
よ
り
、
家
の
中
は
狭
く
、
家

庭
内
の
娯
楽
は
、
一
部
特
種
の
場
合
を
除
き
、
一
般
に
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
に
限
定
さ
れ
て
お
る
状
況
で
あ
る
。
以
上
の
⑳
＠
の
結

果
、
家
庭
層
よ
り
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
要
求
の
声
が
上
っ
て
来
て
お
る
の
で
あ
る
。

　
日
　
余
暇
の
増
加
で
あ
る
。
此
の
場
合
、
余
暇
と
は
一
体
ど
こ
迄
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
余
暇
の
定
義
も
多
様
で
あ
る
が
、
大
別
し

て
二
つ
に
分
け
得
ら
れ
る
。
「
ヒ
マ
」
の
意
に
使
わ
れ
る
場
合
、
何
も
し
な
い
で
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
お
る
時
、
即
消
極
の
余
暇
で
あ
る
。

「
余
暇
こ
そ
、
人
類
文
化
創
造
の
源
」
の
如
く
用
い
ら
れ
る
場
合
、
余
暇
自
体
に
意
義
を
認
め
、
人
間
性
の
開
発
、
向
上
の
た
め
に
役
立

つ
も
の
、
即
積
極
的
余
暇
で
あ
る
。
吾
々
が
と
り
あ
げ
て
お
る
の
は
、
後
者
の
積
極
的
の
余
暇
を
指
し
て
お
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
意
志

に
よ
り
自
由
に
な
る
時
間
、
即
余
暇
と
解
釈
し
て
、
吾
々
の
生
活
内
容
を
二
四
時
間
の
周
期
と
し
て
分
類
す
れ
ぱ
、

　
　
　
①
拘
束
時
間
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
勤
労
時
間

　
　
　
②
半
拘
束
時
間
…
…
…
…
…
…
・
…
…
通
勤
時
間
、
生
活
を
い
と
な
む
為
に
、
か
く
こ
と
の
出
来
な
い
1
即
－
食
事
（
家
庭
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
）
、
入
浴
、
身
仕
度
、
等
々

　
　
　
　
　
動
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
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5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六

　
　
　
③
　
睡
眠
時
間

　
　
　
④
自
由
時
間
（
余
暇
時
間
）
…
…
…
…
娯
楽
、
休
養
、
教
養
（
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
る
時
間
）

　
以
上
の
四
項
目
に
な
る
。
一
日
八
時
間
の
勤
労
を
、
基
準
と
す
る
、
生
活
時
間
配
分
に
於
て
は
、

　
　
　
一
　
拘
束
時
間
（
勤
労
時
間
）
～
八
時
間

　
　
　
二
　
半
拘
束
時
間
…
…
…
…
…
…
一
一
一
時
間

　
　
　
三
　
睡
眠
時
間
…
…
…
…
…
…
・
六
時
間

　
　
　
四
　
自
由
時
間
（
余
暇
時
間
）
…
五
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
一
般
に
適
当
と
さ
れ
て
お
る
。
健
康
な
る
生
活
を
営
な
み
、
且
余
暇
を
得
る
為
に
は
、
余
暇
時
間
と
相
対
関
係
に
在
る
、
勤
労
時
間
の

短
縮
に
あ
る
。
戦
前
戦
中
の
苛
酷
な
る
労
働
時
間
は
論
外
と
し
て
、
現
在
戦
後
施
行
さ
れ
て
お
る
労
働
法
規
に
よ
り
、
労
働
時
間
、
過
重

な
る
強
制
労
働
は
禁
じ
ら
れ
て
お
る
が
、
職
業
、
階
層
に
よ
り
差
異
は
あ
る
。
（
A
表
参
照
）
の
如
く
で
あ
る
。
現
在
労
働
基
準
法
に
よ
り
、

一
日
八
時
間
、
週
四
八
時
間
を
規
定
さ
れ
て
は
お
る
が
、
一
〇
〇
％
実
施
と
迄
は
行
っ
て
お
ら
な
い
。
中
小
零
細
企
業
と
企
業
の
規
模
の

小
さ
く
な
る
に
つ
れ
、
労
基
法
違
反
が
多
く
な
っ
て
お
る
。
昭
和
二
七
年
度
の
国
立
教
育
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
〇
〇
人
以
下
の

事
業
所
に
お
け
る
労
働
時
間
は
、

　
　
　
　
八
時
間
制
の
と
こ
ろ
…
…
…
…
…
…
一
五
％

　
　
　
　
九
時
間
制
の
と
こ
ろ
…
…
…
…
…
…
一
二
七
％

　
　
　
一
〇
時
間
制
の
と
こ
ろ
…
…
…
…
…
…
一
二
％



（A　表）階層別平均余暇時間

一
一
時
間
制
の
と
こ
ろ
…
：
…

一
二
時
間
制
の
と
こ
ろ
…

一
三
～
一
五
時
間
制
の
と
こ
ろ
：

ウイークデー 土 日

大　企　業
事務勤労者

　務　者

5．6

．5

7．2

．5

10．8
．6

中　企　　業
事務勤労者

　務　者

4．3

．2

4．7

．7

10．8
．8

中小商工業主 4．8 5．2 8．8

主　　　　婦 5．8 5．5 6．5

職業婦人 4．0 3．5 5．7

二
六
％

⊥
O
％

…
八
％

「都会人の余暇生活」竹内郁郎氏　年報　社会心理学1961年第2号

60～49～5935～480～34

20．723．332．223．8

r（B表）

＼轡目

日本
11．28．559．421．0国米

勤
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
あ
る
。
一
方
米
国
の
二
〇
世
紀
財
団
の
調
査
を
見
る
と
、

非
農
業
的
職
業
の
、
週
間
標
準
労
働
は
、
一
八
五
〇
年
、
六

九
．
八
時
間
が
、
一
九
五
〇
年
に
は
、
四
〇
時
間
、
此
の
間
三

分
の
一
以
上
の
減
少
を
示
し
て
お
る
。
日
米
の
一
九
五
〇
年

度
の
労
働
時
間
を
比
較
す
る
と
、
B
表
の
如
く
で
、
米
国
に

於
て
は
、
八
○
％
強
が
、
四
八
時
間
以
内
の
労
働
時
間
で
あ

る
が
、
未
だ
四
八
時
間
以
上
も
二
〇
％
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ

吾
国
で
は
、
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
も
在
る
代
り
、
恵
ま
れ
ぬ
長

い
労
働
時
間
の
と
こ
ろ
も
在
り
、
差
が
大
き
い
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
。
又
最
近
の
主
要
国
の
週
間
労
働
時
間
の
推
移
を
見

る
に
、
（
各
国
共
一
九
五
五
、
五
七
、
六
〇
年
）
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

四
五
・
四
、
四
六
、
四
五
・
九
（
時
間
）
、
西
ド
イ
ッ
で
は
、
四

八
・
九
、
四
六
・
五
、
四
五
・
六
、
英
国
で
は
、
四
六
・
九
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
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5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

六
・
四
、
四
八
・
〇
七
、
米
国
で
は
、
四
〇
・
九
、
四
〇
・
五
、
四
〇
、
日
本
で
は
五
〇
。
五
、
五
一
．
六
、
五
一
．
六
と
な
っ
て
お
る
。
国
際
労

働
機
構
（
I
L
o
）
に
於
て
も
、
一
九
六
〇
年
の
総
会
以
来
（
賃
金
を
下
げ
ず
、
労
働
時
間
週
四
〇
時
間
）
は
重
要
な
議
題
と
し
て
採
上

げ
ら
れ
て
お
る
。
吾
国
に
於
て
も
、
総
評
は
「
週
休
二
日
、
四
〇
時
間
労
働
」
の
要
求
を
あ
げ
て
お
る
が
、
一
方
労
働
省
、
経
営
者
側
は
、

「
吾
国
の
現
状
か
ら
、
週
四
〇
時
間
労
働
は
時
期
尚
早
、
四
八
時
間
制
の
徹
底
こ
そ
先
決
」
の
態
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
時
間

は
一
定
の
枠
内
に
現
定
、
更
に
短
縮
へ
の
行
程
に
在
る
。
労
働
時
間
短
縮
の
結
果
、
拡
大
さ
れ
る
余
暇
～
積
極
的
余
暇
活
動
の
一
環
と
し

て
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
重
要
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
現
況
で
あ
る
。

　
四
　
仕
事
の
単
純
化
。
技
術
革
新
の
結
果
、
仕
事
は
専
門
的
に
な
り
、
細
分
化
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
て
来
た
。
こ
の
結
果
、
労

働
条
件
も
亦
変
っ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
人
力
で
行
な
っ
て
お
っ
た
仕
事
は
、
機
械
が
と
っ
て
変
り
、
労
働
力
は
以
前
よ
り
減
少
は
し
た

が
、
仕
事
の
内
容
は
、
単
純
化
さ
れ
均
一
的
に
な
っ
た
。
元
来
、
人
間
は
機
械
で
は
な
く
、
人
間
の
性
質
は
長
時
間
の
単
調
な
反
復
的
仕

事
に
は
適
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
精
神
は
緊
張
し
、
肉
体
的
に
は
仕
事
に
必
要
な
限
ら
れ
た
一
部
の
み
の
疲
労
が
多
く
な
り
、
機
械
力

に
圧
倒
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
今
迄
の
場
合
は
、
仕
事
完
成
へ
の
喜
ぴ
、
満
足
感
が
当
事
者
に
在
っ
た
の
で
あ
る
が
、
細
分
化
さ
れ
た
そ

の
一
部
分
を
分
担
し
て
、
単
純
な
同
じ
こ
と
の
繰
返
し
の
仕
事
を
す
る
現
在
で
は
、
人
間
性
を
無
視
せ
る
仕
事
の
合
理
化
、
画
一
化
に
よ

る
、
満
さ
れ
ぬ
諸
要
求
は
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
始
め
て
満
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
国
　
年
齢
層
及
人
口
分
布
の
移
行
。
吾
が
国
の
人
口
は
、
戦
後
の
一
時
程
で
は
な
い
に
せ
よ
増
加
し
て
お
る
。
就
中
、
老
年
者
の
平
均

寿
命
は
飛
躍
的
に
増
し
て
来
て
お
る
現
在
で
あ
る
。
之
等
老
後
の
余
暇
活
動
と
し
て
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
方
策
は
緊
急
課
題
で
あ
ろ
う
。

又
人
口
の
都
市
集
中
傾
向
は
、
著
じ
る
し
い
も
の
が
有
り
、
地
方
か
ら
都
市
に
流
入
す
る
人
々
は
、
住
み
慣
れ
た
環
境
を
離
れ
、
所
属
感



を
失
な
い
、
不
安
定
な
感
を
持
っ
て
来
る
の
で
あ
っ
て
、
其
等
の
人
々
に
、
早
く
新
し
い
地
域
に
溶
け
込
ん
で
、
明
る
い
健
康
な
生
活
環

境
に
な
じ
む
た
め
に
は
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
る
の
が
、
一
番
適
切
で
あ
ろ
う
。

．
因
　
経
済
の
安
定
。
社
会
機
構
も
戦
前
と
は
変
り
、
勤
労
者
の
収
入
も
、
漸
時
増
加
し
て
来
て
お
る
。
亦
社
会
福
祉
も
次
第
に
施
設
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

が
整
い
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
、
勤
労
者
も
勤
倹
貯
蓄
形
よ
り
、
生
活
を
楽
し
む
形
に
変
っ
て
来
て
お
る
傾
向
で
あ
る
。
其
の
結
果
、
現
在

で
は
或
程
度
の
費
用
を
、
生
活
を
明
る
く
、
健
康
的
で
楽
し
い
、
活
動
に
支
出
出
来
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
之
が
為
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

に
大
衆
の
関
心
が
愈
々
強
ま
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
き
要
因
に
よ
り
、
勤
労
者
の
レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
は
、
職
場
に
於
て
、
家
庭
に
於
て
、
又
地
域
社
会
に
於
て
、
益
々
重
要
に

な
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
出
来
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

〃
府
県
別
現
況
分
析
総
合
図
表
〃
国
民
経
済
研
究
協
会
に
よ
る
o

山
本
幹
夫
・
田
中
恒
男
共
著
”
労
働
衛
生
学
〃
第
二
章
A
、
労
働
時
聞
と
生
活
時
間
、
積
文
堂
、
昭
和
三
二
。

J
・
D
・
バ
ト
ラ
ー
、
三
隅
達
郎
訳
「
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
総
説
」
の
第
二
章
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
重
要
性

国
際
労
働
経
済
統
計
年
鑑
一
九
六
一
、
第
四
章
　
労
働
時
間
　
二
一
表
　
労
働
時
間
の
一
般
水
準
。

国
民
生
活
白
書
U
、
生
活
意
識
の
変
化
と
生
活
革
新
1
、
余
暇
消
費
の
実
態
（
一
）
生
活
構
造
の
変
化
よ
り
、

「
余
暇
の
増
加
」
の
項
。

昭
和
三
五
。

　
　
　
　
三
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
日
蔭
者

余
暇
活
用
の
効
果
が
認
識
さ
れ
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
て
お
る
現
況
は
既
に
述
ぺ
た
如
く
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
勤
労
者
の
レ
グ
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九

此
の



一
橋
大
学
研
究
年
報

｝
・
・
5
軒

中央区織物繊維問屋群中より142軒

35軒台東区玩具問屋群中より

38軒豊島区繁華街中より

を
選
定
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

　
調
査
員
は
、
私
と
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
三
名
、

従
業
員
調
査
と
、

明
し
た
に
も
不
拘
ら
ず
、

な
い
か
。
二
、
経
営
者
は
、

　
　
　
　
　
　
人
文
科
学
研
究
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

　
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
の
日
の
当
る
場
所
に
在
る
の
は
、
大
企
業
又
は
一
部
の
限
ら
れ
た
申
企
業
の
み
で
あ
り
、

　
小
零
細
企
業
に
於
て
は
、
未
だ
恩
恵
に
浴
し
て
お
ら
な
い
の
で
あ
る
。
大
企
業
の
従
業
員
は
、
組
合
が
組
織
さ
れ
、

　
雇
用
条
件
も
一
定
し
、
労
働
時
間
は
規
定
さ
れ
、
保
健
衛
生
あ
る
い
は
安
全
管
理
の
面
に
も
充
分
注
意
が
払
わ
れ
、

　
恵
ま
れ
た
環
境
に
在
る
。
従
が
っ
て
余
暇
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
等
も
、
立
派
な
組
織
、
施
設
を
持
ち
、
今
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
益
々
隆
盛
が
予
想
さ
れ
る
。
一
方
吾
国
の
商
工
業
に
於
て
、
中
小
零
細
企
業
の
占
め
る
分
野
は
極
め
て
大
き
く
、
従

　
業
員
は
吾
国
の
全
就
業
者
の
七
割
に
も
達
し
て
お
る
。
事
業
所
数
は
昭
和
三
五
年
度
事
業
所
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

　
唯
一
人
の
従
業
員
し
か
持
た
な
い
零
細
企
業
の
事
業
所
が
全
体
の
約
三
割
近
く
、
二
人
～
四
人
の
従
業
員
の
事
業
所

　
が
約
五
割
、
従
業
員
三
〇
人
以
下
の
事
業
所
は
実
に
全
体
の
九
割
近
く
、
圧
倒
的
に
、
小
零
細
企
業
が
多
い
の
で
あ

　
る
。
之
等
小
零
細
企
業
の
底
部
に
属
す
る
層
の
、
余
暇
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
を
調
べ
た
も
の
は
少
い
。
そ
こ

　
で
極
く
限
ら
れ
た
一
部
の
調
査
で
あ
る
が
、
之
等
の
層
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
の
実
態
を
把
握
す
る
、
材
料
を

　
得
る
目
的
で
、
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
三
五
年
八
月
一
七
日
か
ら
二
二
日
迄
の
六
日
間
で
東
京
附
近
の
五
ケ
所

　
　
　
　
　
ニ
ケ
所
は
、
調
べ
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
結
局
三
ケ
所
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
定
日
の
一
斉
調
査
不
能
の
為
、
従
業
員
の
慣
習
的
日
常
を
一
人
づ
つ
聞
い
て
歩
い
た
。

経
営
者
側
調
査
と
に
分
け
た
が
、
此
の
層
の
労
資
関
係
は
保
守
的
で
、
徒
弟
制
度
臭
が
強
く
、
充
分
調
べ
る
趣
旨
を
説

　
　
　
調
査
に
当
っ
て
、
二
三
の
困
難
が
あ
っ
た
。
困
難
と
は
、
一
、
労
働
基
準
法
違
反
の
摘
発
に
関
係
あ
る
の
で
は

　
　
　
　
従
業
員
の
労
組
編
成
の
予
備
調
査
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
、
三
、
従
業
員
の
経
営
者
に
の
気
兼
ね
、
等
で
あ



　　（第1表）

従業員数1・人12人i3人14人5人16人17人8人9人11・人1計

軒数iO1211211712112311915i10161115

（第2表）

計
　
上
3025～

　　29
24232221201918171615歳

40281918273743475434423834
　人

謹
　男

272271016304141442316

67411262843678488985758

21人121

55　59
　　人

女

計

60％

（第3表）

男1402人

40％女1272人

勤
労
者
の
レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て

ば
、
二
〇
才
以
下
は
非
常
に
移
動
が
激
し
く
、

で
あ
る
。
（
有
利
な
大
企
業
に
移
行
が
多
い
）

第
3
表
の
如
く
、

問
屋
群
中
に
は
少
な
い
の
で
あ
り
、

家
庭
の
お
手
伝
い
さ
ん
兼
用
の
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

此
等
の
層
の
余
暇
関
係
は
、

　
一
　
毎
月
の
休
日
回
数
に
就
て
、
第
4
表
の
如
く
休
日
は
、
月
二
回
の
五
八
ケ
所
が
一

番
多
く
、
三
回
及
週
休
が
大
体
同
じ
程
度
で
あ
る
。
月
二
～
三
回
の
と
こ
ろ
も
、
近
々
中

に
週
休
制
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
と
こ
ろ
が
二
三
ケ
所
も
あ
っ
た
。
こ
の
現
況
よ
り
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
一
、
二
年
内
に
大
多
数
は
週
休
実
施
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
週
休
に
踏
切
ら
ざ
る
を
得
な

い
理
由
は
、
従
業
員
確
保
に
あ
る
。
唯
週
休
に
よ
り
平
日
の
就
業
時
間
延
長
が
、
実
施
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一

　
　
　
る
。
調
査
し
た
二
五
軒
を
、
従
業
員
数
別
に
分
類
す
る
と
第
1

　
　
　
表
の
如
く
で
、
三
人
～
七
人
迄
が
最
も
多
く
、
五
二
軒
に
て
、
全

　
　
　
体
（
二
五
軒
）
の
八
○
％
で
あ
る
。
次
に
従
業
員
年
令
別
、
性

　
　
　
別
に
分
類
す
る
と
、
第
2
表
の
如
く
一
九
才
よ
り
人
数
が
増
加
し

　
　
　
て
お
る
が
、
高
卒
の
従
業
員
が
加
わ
る
為
で
あ
る
。
付
加
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
割
～
六
割
は
勤
務
年
月
、
六
ケ
月
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
の
層
の
従
業
員
、
男
女
別
の
百
分
比
は
、

　
六
対
四
の
男
女
比
で
あ
る
。
女
子
従
業
員
は
、
繁
華
商
店
街
に
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
此
の
層
の
女
子
従
業
員
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
如
き
従
業
員
構
成
の

％001入　67計
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38

115

100
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計週休1不明3回2回

　　（第4表）

＼休日回数　月に
調査群　　＼1回

423161012中央区問屋群11

5i2818台東区問屋群12冒　果　｝△　1口』　毘　石干 乙 ■o 0 」 4

豊島区繁華街商店群 4 28 4 2 0

計 7 58 22 23 5

4．36．1　1　　50．4　1　　19．2　1　　20．0％

計不明なし
2．30
未満

間時
満
2
未

30L
未

間時
満
1
未

分
満

30

42230011215

　　　（第5表）

卜轡こ繍
　　　　＼

中央区問屋群

3504002218台東区問屋群

38130021715豊島区繁華街
商店群

11531000155928計

2．68．7001351．324．3％

備考　（上表の「なし」の欄は，拘束時間と自由の時間の区別することの困難なる揚合を含む）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

て
お
る
内
の
一
七
ケ
所
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

の
層
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
週
休
実
施
も
、

未
だ
実
施
後
一
年
に
及
ん
で
お
ら
な
い
所
が
、

二
三
ケ
所
中
九
ケ
所
に
も
及
ん
で
お
っ
た
。

　
二
　
平
日
の
自
由
時
間
（
午
前
八
時
～
午
後

五
時
の
間
）
、
休
息
時
間
が
規
定
さ
れ
て
お
ら

な
い
。
従
っ
て
忙
し
い
時
期
に
は
、
殆
ん
ど
休

息
時
間
が
な
く
、
昼
食
時
に
於
て
さ
え
、
食
事

後
直
ち
に
就
業
す
る
実
状
で
あ
る
。
各
自
仕
事

の
一
段
落
の
際
、
「
一
ぷ
く
」
の
場
合
が
多
く
、

其
の
休
憩
時
間
も
一
定
し
て
お
ら
な
い
。
従
業

員
の
「
自
由
時
間
」
に
対
す
る
解
答
も
己
々
に

て
、
調
査
員
の
主
観
に
よ
り
区
分
け
せ
る
件
が

多
か
っ
た
。
「
伸
縮
自
在
、
在
っ
て
無
き
が
如

き
休
み
時
間
」
、
の
印
象
が
強
い
。
午
前
中
、

昼
食
時
、
午
後
の
休
み
時
間
を
規
定
、
確
実
に



計不明なし自由2時間
以上

間時
満
2
未

間時
満
1
未

（第6表）

騒な朧
2306234147812290239

10010．2
…164・2

0．93．910．4

件剃239
百分比1…4

午

前

（第7表）

計不明なし自由
間時
上
2
以

間時
満
2
未

間時
満
1
未

分
満

30自由にな
る時間

2303234147615713530595
件数

10010．20．Ol64，12．55，913，24．1百分比

午

後

　（第8表）

　　　　㎞血教養鞭働その他計
　　身体運動　趣　味

男i、3、人19818。i2216・1・・14・2
1 1 1 1 1 1

女 1 55人 173 47 1491 44i 4 1272

勤
労
者
の
レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て

実
行
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ
う
。
猶
参
考
に
、
昭
和
三
三

年
度
東
京
都
教
育
委
員
会
の
都
内
に
於
け
る
勤
労
青
少
年
、

余
暇
利
用
状
況
調
査
報
告
の
「
自
由
に
な
る
時
間
」
は
下
記

第
6
、
第
7
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
三
　
休
日
の
生
活
内
容
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
に
ど
の
程
度
活
用
し
て
お
る
で
あ
ろ
う
か
。
七

月
の
最
終
休
日
を
調
査
し
た
結
果
は
、
第
八
表
の
如
く
、
男

女
共
約
半
数
近
く
が
、
何
等
か
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動

を
し
た
こ
と
に
な
る
。
「
な
に
も
し
な
い
」
項
は
約
一
〇
〇

人
在
っ
た
の
は
、
七
月
の
暑
い
折
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で

あ
ろ
う
。
体
力
の
消
耗
の
激
し
い
夏
、
仕
事
か
ら
開
放
さ
れ
、

ゴ
ロ
リ
転
ろ
が
っ
て
休
日
の
自
由
な
気
分
を
味
わ
う
の
も
、

自
然
の
慾
求
で
あ
り
、
一
種
の
消
極
的
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

と
も
と
れ
る
。

　
四
　
休
日
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
に
於
て
、
身
体
運

動
関
連
の
内
容
は
第
9
表
の
如
く
、
夏
期
の
た
め
、
海
水
浴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
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計

69

女　1
2・1

男

48

（第9表）

種目
海水浴（プールを含む）

18018球野

404球卓

401723ハイキング（散歩を含む）

19613ト
ト
道
【ケ

一
ス一

ラ
ポ
・
柔

～
し
ツ

　
一
ポスの他の其

361125　　　　　　　　ナイ　タ　ースポーツ見物プ。ポクシング

186
55131計

（第10表）

毎日運動する 時たまする なにもしない 計

中央区
屋群
男
女

11 51

9

132

1

194

14

台東区
屋群
男
女 9
3

35

1

70

9

114

3

豊島区繁

街商店
男
女 7
4

25

3

62

8

94

5

計 38 184 452 674

％ 5．6％ 17．3％ 67．1％ 100％

　
　
　
　
一
五
四

が
多
い
が
、
此
等
参
加
者
は
他

の
季
節
に
も
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
参
加
可
能
者
と
考
え
ら
れ
る
。

海
水
浴
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
、
プ
ロ
・
ス
ポ

：
ツ
見
物
等
、
此
等
の
層
の
従

業
員
も
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に

相
当
の
費
用
を
出
せ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
。

五
　
平
日
の
休
憩
時
に
レ
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
身
体

運
動
の
実
施
状
況
に
付
い
て
第

10

の
如
く
で
、
休
憩
時
が
少

い
こ
と
、
施
設
場
所
用
具
の
不

備
が
「
な
に
も
し
な
い
」
欄
の

多
数
で
あ
る
。
此
の
欄
を
更
に



（第11表）

計関心なし関心有りRecreatiOnに

132

71

24

4

108

47
男
女中央区問屋群

70

98
n

62

8
男
女台東区問屋群

62

8
10

9
52

9
男
女

農島区繁華街商店群

45296356計

10021．578．5％

動
労
者
の
レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て

（第12表）

施具の
設所割
用有合

具運
動
用

其
ノ
他

ボ
ー
ル

ソ
フ
ト

ン
ト
ン

ノ
ト
ミ

バポ
レI

lル

用
具
野
球

卓
球
台

空
地

18

42

0．43

1314531中央区
問屋群

20

35

0．57

1316522台東区
問屋群

m一

0322300豊島区繁
華街商店

分
け
る
と
、
第
n
表
の
如
く
で
レ

ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
活
動
の
用
意
さ

え
有
す
れ
ば
、
意
欲
は
充
分
在
る

者
が
意
外
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

設
備
さ
え
あ
れ
ば
、
之
等
は
第
m

表
の
「
毎
日
運
動
す
る
」
「
時
た
ま
、

運
動
す
る
」
欄
に
入
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
職
場
の
施
設
用
具
類
は
。

第
1
2
表
の
如
く
で
あ
る
。
運
動
可

能
の
空
地
、
中
央
区
で
は
、
建
築

予
定
地
（
約
六
〇
坪
）
を
、
従
業

員
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
使
用
、

一
ケ
所
。
台
東
区
は
、
約
二
〇
坪

と
約
三
〇
坪
の
集
荷
場
を
有
す
る

と
こ
ろ
ニ
ケ
所
、
以
上
は
偶
然
に

使
用
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
用
具

　
　
　
　
　
一
五
五
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＼　　性別種　目＼
男 女 計 摘　　　　　　要

ナ　　　ワ　　　ト　　　ビ 8 23 31

キャ　ッチボール
　フ　ト　ポ　ー　ル

115 15 130 素手にて，ゴムマリのキャッ
ボールが大多数

バ　ド　ミ　ン　ト　ン 20 17 37

卓　　　　　　　球 12 16 28 路上ゴムマリを素手で打合ふ
ニスタイプをも含める

排　　　　　　　球 15 19 34 多人数円陣を作って，パスを
る

其．他∫鱗長昇二　　　1ト．石けり

14 ・4 18 円を書き，押し出し合い

計 184 94 278

要摘計

31

130　素手にて・．ゴムマリのキャッ
　　チボールが大多数

281肇去頚薩鴛醜合ふ

341貌数円陣を作って・パスを

18［円を書き，押し出し合い

278

（第14表）

計園1出の他上1公地1屋路1空道

22216371639114

（第15表）

計
其
の
他

一
し

も
動
い

者
運
し

営
に
ほ

経
緒
て

憩
厳
休
の
斉
間一
時
守

運動場
の要求

競技大会
の奨励

購具
求
動
要
運
入

経営者の
理解要望

511812779853145115

　
　
　
　
　
　
一
五
六

類
に
於
て
は
、
卓
球
台
（
仕
事
台

兼
用
）
が
五
ケ
所
、
野
球
用
具
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
o
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
ラ
ケ
ッ
ト
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
，

等
が
比
較
的
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

尤
も
此
等
は
何
か
一
つ
で
も
備
え

て
あ
る
と
こ
ろ
は
数
に
入
れ
た
の

で
あ
る
。
「
其
の
他
」
欄
に
は
、
ラ

ク
ビ
ー
ボ
ー
ル
ニ
ケ
、
ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
一
台
で
あ
る
。
備
え
付

け
用
具
が
有
る
と
こ
ろ
必
ず
し
も

従
業
員
の
運
動
が
盛
ん
と
云
う
こ

と
も
な
く
、
各
自
運
動
用
具
の
私

物
持
参
で
、
少
い
余
暇
に
楽
し
ん

で
お
る
と
こ
ろ
も
、
相
当
数
見
受

け
ら
れ
た
。



（第1表）

60～　　70～

　69　　79 80以上 不明

1
115

100

1　　2
・・gい・7

40 150嘉

37（2）4・（4）1・・（・）4

30～
　　39

19

20～
29代

　2

32・ 4・gl8・8『3・416．51．7％

（　）内の数字は女子経営者

勤
労
者
の
レ
ク
リ
ニ
イ
シ
ョ

　
六
　
平
日
実
施
し
て
お
る
運
動
種
目
は
第
1
3
表
の
如
く
で
簡
単
に
誰
れ
で
も
楽
し
め
、
狭
い
場
所
で
出
来
・

用
具
費
の
か
か
ら
な
い
種
目
が
大
多
数
で
あ
る
。
此
れ
ら
の
種
目
を
実
施
し
て
詣
る
場
所
は
、
第
1
4
表
の
如

く
で
、
道
路
が
圧
倒
的
に
多
い
。
（
警
察
よ
り
再
三
の
注
意
が
有
る
由
で
あ
る
）
。
空
地
の
内
、
三
ケ
所
を
除

い
て
は
無
断
に
使
用
し
て
お
り
、
四
・
五
坪
程
度
が
多
い
。
「
其
の
他
」
と
は
、
自
動
車
置
場
、
ど
ぶ
川
の
橋

の
上
等
、
之
等
を
み
て
も
事
業
所
の
近
く
で
利
用
可
能
の
場
所
は
、
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
使
用
し
て
お
る
状
況

が
よ
く
わ
か
る
。

　
七
　
平
日
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
に
、
従
業
員
が
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
ろ
う
か
。
第
1
5
表
の
如
く

で
、
此
等
の
従
業
員
が
如
何
に
要
求
の
さ
さ
や
か
で
あ
る
か
、
又
「
経
営
者
の
理
解
要
望
」
等
に
至
っ
て
は
、

全
く
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
日
陰
者
で
あ
る
感
が
深
い
。

　
レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て
、
之
等
三
群
の
経
営
者
に
就
い
て
の
調
査
。

　
－
　
経
営
者
年
令
別
。
第
1
表

　
此
等
経
営
者
の
二
割
弱
は
、
大
企
業
の
系
列
下
に
在
り
、
八
割
強
は
刻
苦
精
励
現
在
に
迄
発
展
さ
せ
た
事

業
主
で
あ
っ
た
。
之
等
の
経
営
者
は
従
業
員
の
余
暇
及
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
付
い
て
、
如
何
に
考
え
て
お

る
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
余
暇
で
は
不
充
分
、
出
来
得
る
な
れ
ば
増
し
た
い
～
八
一
名
（
七
〇
・
四
％
）
で
、

現
在
で
充
分
が
～
二
九
名
（
二
五
・
二
％
）
あ
り
、
黙
し
て
語
ら
ざ
る
経
営
者
～
五
名
（
四
・
二
％
）
で
あ
っ

た
。
「
出
来
得
れ
ば
増
し
た
い
」
の
、
其
の
障
害
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
第
2
表
の
如
く
で
あ
る
。
経
済
上
の
理

　
　
　
　
ン
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
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　　（第2表）

他店との関係で繍上不可能i其ノ他i計

　　　2　175　318・
　　　37　9261371％
（第3表）

一
五
八

0
％

10

0
％

1036。6％

63．4％

賛
　42

36．5％）

積極的賛成

件付賛成
4
1
7黙　　　認 21

否 　71
6L7％）

全く不要 26

消極的否 45

不
明
　2
1．5％）

計
115
100％）

者
。
「
賛
成
」
の
経
営
者
の
年
令
別
を
み
る
と
、
第
4
表
の
如
く
で
、

八
O
才
代
の
老
人
が
居
る
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。
第
4
表
の
「
否
」

　
第
4
表
の
「
賛
成
」
及
「
黙
認
」
四
二
名
が
、
従
業
員
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
活
動
に
適
当
と
考
え
ら
れ
る
運
動
種
目
一
つ
を
挙
げ
た

結
果
は
、
第
6
表
の
如
く
で
男
子
従
業
員
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
野
球
。
女
子
従
業
員
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
バ
ド
、
・
、
ン
ト
ン
、
卓
球
が
多

い
。

　
由
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

　
　
従
業
員
が
平
日
の
余
暇
時
間
中
に
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
行
な

う
こ
と
の
賛
否
に
就
い
て
。
第
3
表
の
如
く
で
、
「
積
極
的
賛
成
」

　
で
は
、
経
営
者
が
必
要
経
費
を
負
担
し
、
時
間
も
、
可
能
の
限
り

　
便
宜
を
あ
た
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
「
条
件
付
賛
成
」
で
は
、
余
暇
善
用
と
し
て
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

　
ン
活
動
を
認
め
、
一
部
経
費
も
負
担
す
る
が
、
あ
く
迄
一
定
の
限

　
度
内
で
の
こ
と
で
あ
る
。
「
黙
認
」
は
、
勤
務
時
間
外
は
、
全
く
勝

　
手
次
第
、
各
従
業
員
の
自
由
意
志
。
「
全
く
不
要
」
は
、
無
理
解
、

　
頭
か
ら
否
定
し
て
お
る
。
「
消
極
的
否
」
は
認
め
れ
ぱ
、
当
然
経
費

　
の
負
担
が
か
か
る
故
、
不
賛
成
。
「
不
明
」
は
面
接
出
来
な
か
っ
た

積
極
的
賛
成
は
若
い
世
代
の
経
営
者
に
多
い
の
は
理
解
出
来
る
が
、

の
経
営
者
の
年
令
別
を
み
る
と
、
第
5
表
の
如
く
で
、
あ
っ
た
。



（第4表）

20歳
代
30歳
代
40歳
代
50歳
代
60歳
代
70歳 80歳 計

積極的賛成 1 1 1 0 0 0 1
4
9
．
5
％

42

00

％

条件付賛成 1 5 4 7 0 0 0 　170．5％

黙　　　認 0 7 9 4
、 1 0 0

21
0％

（第5表）

20歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳 80歳
計

全く不要 0 2 7 11 6 0 0
26
6．6％
71

00

消棒的否 0 4 16 18 3 4 0
45

3．4％

勤
労
者
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て

71

　
／
0

0
0
／

01

　　（第6表）

野球1バドミントンバレーボール1卓球其ノ他不明1計

・219！41・・1341姐
2＆5％i2・．4％1ゑ5％1238％け・％1駄7％1、。。％

　
以
上
の
調
査
は
、
小
企
業
の
極
く
一
部
で
あ

り
、
又
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
だ
け
に
て
、
こ

れ
に
よ
り
小
企
業
全
般
を
推
察
す
る
こ
と
は
出

来
得
な
い
が
一
ツ
の
参
考
に
は
な
り
得
よ
う
。

之
等
の
従
業
員
は
「
余
暇
活
動
以
前
」
の
状
態

に
在
り
、
又
極
く
限
ら
れ
た
余
暇
を
得
る
も
、

そ
の
活
用
は
何
等
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
現
況

が
わ
か
る
。
小
企
業
は
現
在
、
内
に
資
金
難
、

雇
用
問
題
、
外
に
大
企
業
よ
り
の
圧
迫
等
苦
し

い
立
場
に
在
り
、
余
暇
問
題
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン
間
題
、
ど
こ
ろ
で
は
な
い
実
情
に
は
あ
ろ

う
。
然
し
此
の
現
況
に
放
置
さ
る
こ
と
は
許
る

さ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
従
業
員
は
、
徒
づ
ら
に
大
企
業
の
職
場
に
転

職
な
す
こ
と
に
注
目
せ
ず
、
自
己
の
現
在
の
職

場
の
改
善
方
策
に
努
力
す
ぺ
き
で
あ
り
、
又
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
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一
六
〇

来
の
家
族
温
情
主
義
を
打
破
し
、
同
業
種
の
組
合
を
組
織
す
べ
き
で
あ
る
。
之
等
小
企
業
の
現
在
労
働
組
合
の
結
成
さ
れ
て
お
る
も
の
は

極
め
て
少
数
で
あ
る
。
（
労
働
白
書
三
四
年
度
に
よ
れ
ば
全
産
業
労
働
者
の
約
六
五
％
は
組
合
未
組
織
で
あ
り
、
二
九
人
以
下
の
企
業
に
於
て
は
、
二
．

九
％
の
組
織
率
で
あ
る
。
亦
東
京
都
中
小
企
業
労
働
実
態
調
査
三
三
年
度
に
於
て
は
、
一
四
人
以
下
○
・
四
％
、
　
一
五
人
～
二
九
人
で
一
．
七
％
、
三
〇
人

～
九
九
人
で
一
〇
・
四
％
の
組
織
率
で
極
め
て
低
い
。
）
組
合
組
織
は
種
々
困
難
が
有
ろ
う
が
、
之
れ
に
よ
り
従
業
者
の
待
遇
生
活
改
善
要
求
を

交
渉
す
べ
き
が
何
よ
り
も
先
決
の
方
策
で
あ
ろ
う
。
経
営
者
は
従
来
の
拘
束
に
と
ら
わ
れ
ず
、
小
企
業
の
将
来
を
考
え
、
大
企
業
の
系
列

下
に
入
り
、
安
定
を
計
り
従
業
員
の
待
遇
生
活
改
善
の
努
力
を
な
す
か
、
或
は
近
時
計
画
さ
れ
て
お
る
同
業
種
の
集
団
計
画
に
参
画
し
、

生
産
加
工
、
運
搬
、
保
管
、
従
業
員
の
厚
生
福
祉
施
設
等
を
共
有
し
、
購
売
、
購
入
、
融
資
の
一
括
に
よ
る
新
し
い
構
想
に
よ
り
、
今
迄

の
行
詰
っ
た
形
態
を
打
ち
破
る
こ
と
に
よ
り
、
厚
生
福
祉
の
一
環
に
在
る
、
余
暇
活
用
、
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
問
題
も
、
其
の
結
果
明
る

い
見
通
し
が
生
じ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
1
）
　
野
村
平
爾
・
民
原
正
治
編
著
、
中
小
企
業
の
労
働
組
合
六
頁
。

　
　
（
2
）
　
拒
否
さ
れ
た
二
ヶ
所
は
、
亀
戸
附
近
の
鉄
工
場
群
と
品
川
の
自
動
車
修
理
工
場
群
で
あ
る
。

　
　
（
3
）
　
三
七
年
現
在
で
は
、
既
に
皆
、
週
休
制
と
な
る
。

参
考
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献
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。
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昌
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。
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ω
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昌
o
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値
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昌
匹

O
O
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一
〇
幽
O
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一一一一一一一一一一 八七六五四三二九八七六五四三二一〇
「
国
民
生
活
白
書
」
経
済
企
画
庁
編
　
昭
三
五
・

久
山
満
夫
「
民
衆
娯
楽
の
概
念
」
社
会
学
七
巻
　
日
本
社
会
学
会
。

日
高
六
郎
監
修
“
マ
ス
・
レ
ジ
ヤ
ー
論
”
マ
ス
・
レ
ジ
ヤ
i
叢
書
二
　
紀
国
屋
書
店
　
昭
三
六
。

現
代
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
講
座
、
第
四
巻
「
職
揚
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
ぺ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

石
井
雄
二
「
職
場
体
育
」
金
沢
書
店
　
昭
二
九
。

い
q
ω
ロ
ニ
き
著
　
三
隅
達
郎
訳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
総
説
」
ぺ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
　
昭
三
七
。

保
健
体
育
学
大
系
第
六
巻
「
体
育
の
領
域
」
中
山
書
店
　
昭
三
六
。

柳
田
享
　
社
会
体
育
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
日
ン
」
金
子
書
房
　
昭
二
六
。

　
山
本
幹
夫
・
田
中
恒
男
共
著
「
労
働
衛
生
学
」
講
文
堂
　
昭
三
二
。

　
＞
昌
山
①
冨
0
7
い
ζ
。
、
．
ぼ
魯
ω
三
巴
菊
①
自
g
島
o
昌
、
、
三
畠
『
鎚
苧
空
＝
び
o
o
淵
O
ρ
一
〇
3
。

　
労
働
白
書
　
労
働
者
労
働
統
計
調
査
部
編
　
一
九
六
二
。

　
青
少
年
白
書
　
中
央
青
少
年
問
題
協
議
会
編
　
一
九
六
〇
。

　
労
働
統
計
年
報
　
労
働
法
令
協
会
　
昭
三
五
。

　
大
行
慶
雄
「
体
育
の
科
学
」
邦
光
書
房
　
昭
三
〇
。

　
「
国
際
労
働
経
済
統
計
年
鑑
」
日
本
I
L
O
協
会
　
一
九
六
一
。

　
野
村
平
爾
・
氏
原
正
治
郎
編
著
「
中
小
企
業
の
労
働
組
合
」
日
本
評
論
新
社
　
昭
三
六
。

　
「
府
県
別
現
況
分
析
綜
合
図
表
」
国
民
経
済
研
究
協
会

　
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
「
中
小
企
業
労
働
者
論
」
東
洋
経
済
新
報
社
。

　
　
勤
労
者
の
レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
に
就
て

昭
三
七
。

一
六
一
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勤
労
青
少
年
の
余
暇
利
用
状
況
調
査
報
告
　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
昭
三
三
。

論
　
　
文

竹
内
郁
郎
「
都
会
人
の
余
暇
生
活
」
年
報
社
会
心
理
学
会
二
号
　
一
九
六
一
。

藤
沢
伝
「
中
小
企
業
に
お
け
る
、
余
暇
活
動
発
展
の
隆
路
と
、
今
後
の
傾
向
」
体
育
学
研
究
第
七
巻
一
号
　
日
本
体
育
学
会

藤
沢
伝
「
小
零
細
企
業
に
於
け
る
幻
o
R
臼
匡
o
ロ
に
つ
い
て
」
体
育
学
研
究
第
八
巻
一
号
　
日
本
体
育
学
会
　
昭
三
八
。

一
六
二

昭
三
七
。


